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前
号
で
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
向
け
、本
学
の
数

十
年
先
の
あ
る
べ
き
姿
を
取
り
ま
と
め
た「
奈
良
県

立
医
科
大
学
の
将
来
像
」と
、
将
来
像
の
実
現
に
取

り
組
む
場
と
な
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
・
現
キ
ャ
ン
パ
ス

の
現
時
点
で
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
、
今
後
、
左
図
の
工
程

で
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
て
、
教
育
・
研

究
部
門
を
移
転
し
ま
す
。

そ
の
後
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

北
側
で
は
、
移
転
済
建
物
を
撤
去
し
、
跡
地
に
外
来

部
門
な
ど
を
集
約
し
た
新
Ａ
棟
を
新
駅
と
の
ア
ク
セ

ス
に
も
配
慮
し
て
整
備
す
る
な
ど
、
病
院
機
能
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
バ
イ
パ
ス
南
側
は
、
行

政
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
活
用
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
新
駅
や
医
大
附
属
病
院
に
隣
接
す

る
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
構
想

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
現
在
進
ん
で
い
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
の
現
状
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
全
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

【
用
地
買
収
】

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
は
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南

西
約
１
㎞
に
位
置
す
る
県
農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
で
、
面
積
は
約
10
㌶
あ
り
ま
す
が
、
形
状
が

不
整
形
で
、
当
該
地
区
の
高
さ
制
限（
15
㍍
）
下
で

の
建
築
に
は
面
積
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
県
が
周
辺
の
用
地
買

収
を
進
め
て
お
り
、
土
地
所
有
者
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
得
て
、
現
在
ま
で
に
約
2
㌶
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
現
状
と
今
後
の
予
定
を
紹
介
し
ま
す

キャンパス配置

H28

H29.4

準備工程キャンパス整備の手順

将来像の策定

施設整備基本構想
（整備基本方針）

新キャンパス
基本計画・設計

H26
～H28

H29～

こ
こ
ま
で
完
了

新キャンパス　工事・移転

現キャンパス　移転済建物撤去

新キャンパス　オープン

現キャンパス　基本計画・設計・工事

両キャンパスの整備イメージ

・用地追加取得

・文化財発掘調査
　　（試掘）

・土壌調査

・旧農業研究開発
　センター除却

新キャンパス　オープン

・文化財発掘調査
　　（本掘）

キャンパス整備の行程
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【
建
設
準
備
工
程
】

建
物
建
設
に
向
け
た
準
備
工
程
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査（
試
掘
）、
土
壌
汚
染
調

査
を
完
了
し
、
建
設
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
結
果
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
度
、
近
隣
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
下
、
進
め
て
参
り
ま
し
た
旧
農
業
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
施
設
の
除
却
工
事
に
つ
い
て
も
、
無
事

10
月
中
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
予
定

【
基
本
計
画
・
設
計
】

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
前
号
で
も
紹
介
し
た
と
お
り

歴
史
の
香
漂
う
こ
こ
橿
原
の
地
で
、
か
つ
て
の
藤
原

京
の
中
に
位
置
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
も
踏
ま

え
、
藤
原
京

を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
ゾ
ー

ニ
ン
グ
、
デ

ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
る
と

と
も
に
、
地

域
に
開
か
れ

た
キ
ャ
ン
パ

ス
づ
く
り
を

想
定
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
建

物
諸
室
の
内

容
・
規
模
な
ど
具
体
的
な
諸
元
の
検
討
を
進
め
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
決
ま
り
次
第
、
建
築
に
向
け
た
設
計

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
用
地
買
収
】

合
理
的
・
効
率
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
の
た
め
の

敷
地
の
整
形
化
、
面
積
確
保
に
は
、
更
な
る
用
地
買

収
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
許
認
可
手
続
】

新
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
は
、
都
市
計
画
法
の
区
域
区

分（
市
街
化
調
整
区
域
）を
は
じ
め
様
々
な
土
地
利

用
上
の
規
制
を
受
け
て
い
る
た
め
、
行
政
庁
へ
の
必

要
な
許
認
可
手
続
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査（
本
掘
）】

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
の
底
地
と
な
る
土
地
全
部

に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
事
前

協
議
の
う
え
、
文
化
財
保
存
所
管
行
政
庁
に
調
査
を

実
施
し
て
も
ら
い
ま
す
。

【
建
設
工
事
・
移
転
】

以
下
の
工
程
を
経
て
、
建
設
工
事
に
着
工
し
、
竣

工
後
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
引
越
を
し
て
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
多
く
の
工
程
が
控
え
て
お
り
ま

す
が
、
本
学
の
将
来
像
実
現
の
場
と
な
る
新
キ
ャ
ン

パ
ス
の
完
成
に
向
け
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新キャンパスの整備イメージ

旧農業研究開発センター除却＜H29 ＞

埋蔵文化財発掘調査（試掘）＜H26 ～ H28 ＞
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本
学
附
属
病
院
Ｂ
・
Ｃ
棟
の
屋
上
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

救
急
車
で
の
患
者
搬
送
に
時
間
を
要
す
る

地
域
に
お
け
る
重
篤
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、

従
来
の
和
歌
山
県
及
び
大
阪
府
と
の
共
同
運

航
に
加
え
、
平
成
29
年
３
月
か
ら
奈
良
県
独
自

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
本
学
附
属
病
院
が

運
営
し
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
常
駐

し
て
い
ま
す
。
両
病
院
の
専
門
医
と
看
護
師
が

待
機
し
、
消
防
な
ど
か
ら
出
動
要
請
を
受
け
出

動
し
ま
す
。
現
在
、
橿
原
運
動
公
園
を
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
次
頁
参
照
）と
し
て
患
者
の

受
入
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
３
次
救
急
患
者

を
中
心
と
し
た
、
よ
り
迅
速
な
受
入
を
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
に
よ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ（
大
規
模
災
害
や
多
傷
病
者
が
発
生
し
た
事

故
な
ど
の
現
場
で
、
速
や
か
に
活
動
す
る
医

師
、
看
護
師
、
そ
の
他
の
医
療
職
、
事
務
職
員

で
構
成
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
）の
迅
速
出
動
や

防
災
ヘ
リ
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
奈

良
・
和
歌
山
・
三
重
３
県
連
携
に
よ
る
紀
伊

半
島
全
域
の
救
急
医
療
お
よ
び
災
害
医
療
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

ヘリポートの完成イメージ
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②ヘリ出動要請
※�県民による直接の
　要請はできません。

③患者搬送

連携
運航

ヘリ常駐

ランデブーポイント
（救急車との合流地点）
患者を乗せて病院へ！

消防本部

県立医科大学附属病院

奈良県総合医療センター

南奈良
総合医療センター

①
１
１
９
番
通
報

②
救
急
車
出
動

③
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

救急現場

『要請』から『出動』までの流れ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
…

救
急
医
療
用
の
医
療
機
器
な
ど
が
装
備
さ
れ
、
救

急
医
療
の
専
門
医
や
看
護
師
が
搭
乗
す
る
専
用
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。
医
師
に
よ
る
治
療
が
早
く
開
始

で
き
、
患
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出
動
範
囲
と
要
請

片
道
15
分
以
内
で
全
県
を
カ
バ
ー
し
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
要
請
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
機

関
が
患
者
の
重
症
度
を
判
断
し
て
要
請
し
ま
す
。

奈
良
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
開
始
後
も
、
従
来

よ
り
行
っ
て
き
た
三
重
県
、
和
歌
山
県
及
び
関
西
広

域
連
合
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
共
同
利
用
は
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
奈
良
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動

中
は
、
他
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
を
要
請
で
き
る
な

ど
、
重
複
要
請
時
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
原
則
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
た
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
学
校
・
公
園
等
）

に
着
陸
し
ま
す
。
救
急
現
場
か

ら
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
ま
で

は
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま
す
。

搭
乗
人
数

患
者
さ
ん
を
最
大
２
名
ま
で

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用
負
担

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬

送
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は
、

患
者
さ
ん
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

出動範囲
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健
康
長
寿
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

健
康
長
寿
と
は「
日
常
歴
に
介
護
を
必
要
と
せ

ず
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間
」
の

こ
と
で
す
。
本
学
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
医
学

を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り（M

edicine-based 
tow

n:M
BT

）
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
運
動
・
栄

養
・
睡
眠
・
口
腔
ケ
ア
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
禁

煙
・
社
会
参
加
な
ど
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
医
療
従
事

者
、
企
業
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
方
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
８
月
12
日（
土
）
に
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
奈
良
県
立
医
科
大
学
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
７
～

美
と
健
康
、
笑
い
と
健
康
～
を
テ
ー
マ
に「
美
し
く
」

「
楽
し
く
」そ
し
て「
健
康
」に
な
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
専
門
店
街
ｚ
ｏ
ｒ
ｏ
１
階
の
ら
く
だ

広
場
と
６
階
の
秋
篠
音
楽
堂
の
２
か
所
で
実
施
し
ま

し
た
。

健
康
長
寿
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
と
し
て
、
奈
良
医

大
か
ら
は
、
笑
顔
度
測
定
ブ
ー
ス
、
美
肌
チ
ェ
ッ
ク

ブ
ー
ス
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
ブ
ー
ス
、
栄
養
と
健

康
ブ
ー
ス
な
ど
を
出
し
ま
し
た
。

一
方
、
企
業
ブ
ー
ス
と
し
て
、
江
崎
グ
リ
コ
株
式

会
社　

健
康
科
学
研
究
所
ブ
ー
ス
で
は
、
同
社
の
研

究
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
や
研
究
成
果
の
紹
介
、
ニ

プ
ロ
株
式
会
社

ブ
ー
ス
で
は
、
体

成
分
分
析
装
置

に
よ
る
人
体
成

分
の
過
不
足
が

分
か
る
機
器
の

展
示
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
県

健
康
づ
く
り
推

進
課
の
ブ
ー
ス

出
展
や
同
時
に

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し

て
い
る
白
橿
生

祭
の
ブ
ー
ス
も

出
店
し
、
公
立
大

学
法
人
奈
良
県

立
医
科
大
学
の

公
式
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

〝
し
ょ
う
と
く
た

医
師
く
ん
”
に
も

活
躍
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

約
一
○
○
○
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
健
康

長
寿
に
つ
な
が
る
体
験
や
簡
単
な
検
査
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
と
も
に
健
康
長
寿
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈
良
医
大
の
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す

紹介するスタッフ

栄養と健康について紹介している様子アロママッサージの様子
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今
年
度
か
ら
掲
載
し
て
い
る
健
康
情
報
に
つ
い

て
、
今
号
は
小
児
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。

Ｅ
棟
７
階
小
児
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
秋
、
旧
病
棟

か
ら
移
転
し
ま
し
た
。
病
床
数
は
38
床
で
、
主
に
乳

児
期
～
15
歳
ま
で
の
小
児
を
対
象
と
し
て
お
り
、
小

児
疾
患
に
関
わ
る
入
院
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
入

院
さ
れ
る
患
者
の
疾
患
は
、
血
友
病
、
心
疾
患
、
腎

疾
患
、
て
ん
か
ん
、
腫
瘍
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

小
児
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
奈
良
県
下
唯
一
の
24

時
間
体
制
で
高
度
小
児
医
療
を
実
践
す
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
奈
良
県
の
小
児
医
療
の
最
後
の
砦
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
重
篤
な
症
例
や
緊

急
入
院
が
多
い
中
、
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
、
成

長
発
達
を
促
し
倫
理
的
な
側
面
に
配
慮
し
な
が
ら
、

日
々
の
医
療
・
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
多
職
種

と
の
連
携
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、重
症
心
身
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
家

族
が
自
宅
へ
の
退
院
を
希
望
し
た
場
合
、人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
た
状
態

で
自
宅
へ
帰
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
宅

へ
の
退
院
を
支
援

す
る
た
め
、
訪
問

看
護
師
、
地
域
保

健
セ
ン
タ
ー
や
市

役
所
担
当
者
、
養

護
学
校
教
諭
と
密

に
連
絡
や
情
報
共

有
を
行
う
な
ど
、

自
宅
へ
の
退
院
に

向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
退

院
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
だ

実
施
回
数
は
少
な
い
で
す
が
退
院
前
後
の
自
宅
訪
問

を
小
児
専
門
看
護
師
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
の
訪

問
看
護
師
と
３
者
で
行
い
、
在
宅
療
養
が
可
能
な
対

策
を
行
う
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、新
病
棟
の
壁
紙
に
は
、ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー

ト（
病
院
の
雰
囲
気
を
温
か
な
も
の
に
し
、
患
者
の

心
を
癒
す
効
果
が
期
待
で
き
る
）を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

思
い
を
寄
せ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
が
大
好
き
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
毎
日
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
医
療
・
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

小
児
セ
ン
タ
ー

小児センターの様子

キッズルーム

小児センターの通路に描かれたホスピタルアート
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EVENT & INFORMATION

公立大学法人奈良県立医科大学　総合企画局 総合企画室
〒 634-8521　奈良県橿原市四条町 840
TE L 	 0744-22-3051（内線 2803,	2804）
Mail	 kihonkoso@naramed-u.ac.jp

「奈良医大キャンパスだより」の内容に
関する問い合わせやご意見等ございまし
たら、右記までご連絡ください。

公開講座 奈良県立医科大学公開講座「くらしと医学」
平成30年2月11日（日）13：00～ 15：30（予定）　奈良県文化会館

日時：11/4（土）、5（日）　両日とも9：00～ 18：00
地域の方々に、より医療を身近に感じてもらったうえで、楽しんでいただける企画が盛りだくさんです！

2017 年奈良県立医科大学大学祭　白橿生祭
「Break the Wall ～ Build the Bridge ～」

〈公開講座等紹介ホームページ〉http://www.naramed-u.ac.jp/university/gaiyo/kokaikoza/index.html
上記以外にも、ご参加いただける公開講座等の情報を随時掲載していますので、ぜひご覧ください。

〈これまでの講演テーマ〉
「認知症予防」、「脳卒中予防・早期発見」、
「更年期障害」、「がん化学療法」、
「がん検診」、「食事とがん」、
「食品の安全」、「健康・長寿の秘訣」など

ステージ企画
11/5（日）13：00～
吉田孝義先生のトークショーあります！

事前申し込み不要（当日受付）
奈良医大総務課　TEL：0744-22-3051（内線：2206・2297）

問い合わせ

奈良医大教育支援課
TEL：0744-22-3051（内線：2214・2390）

問い合わせ

　本学では、広く県民の皆様を対象に、健康の維持･増進や日々
のくらしに役立てていただくことを目的として、「くらしと医学」 
をテーマにした公開講座を年2回開催しています。本学教員が、
日頃の研究成果や病気にまつわる話題等をわかりやすく解説
します。
※講演内容等詳細が決まり次第、下記HPにてお知らせいたします。

白橿生祭オリジナルキャラクター 『しょうとくた医師』くん！
本学祭ならびに奈良医大の公式キャラクター。
白橿生祭のそこかしこであなたをお出迎えしま“すいこ”！師師

し
ょ
う
と
く
た
医

【その他企画も盛りだくさん！！】
〇シンポジウム
場所：本学大講堂 
日程：11/4（土） 

〇なら・かしはらグルメフェア
出店店舗：
お食事処やくぜん（11/5のみ）、
炙り鯛だしらーめん・つけ麺サクラ、
お好み焼きはないちもんめ、
珈琲亭、餃子ダイニングホワイトハウス、
奈良医大弘済会

〇出張！今井町衆市！
恒例となった今井町とのコラボ企画。
今年もたくさんの出店を予定！

よしもとお笑いライブ！
場所：大講堂前屋外特設ステージ
11/5（日）17：00～




